










































The plywood is one of the famous wood-materials,it seems that students major in technology education
 
do not so clearly understand the characteristics of it so they must study too much fields of technologies.The
 
author wants to look into the importance of wood-materials for students engaged in technology education.To
 
do this,the author manufactured the3-ply laminated wood made of thin spruce veneers(thickness of0.8mm),
and tried to understand them the mechanical superiority of laminated woods through the experimental bending
 
tests of them.
The results of this experimental tests are summarized as follows:
1)By the lamination of thin veneers,we could get higher bending strengths than those of solid wood veneers.
2)Especially,LVL(plywood laminated veneers on parallel fiber direction)had highest bending strength in all
 
plywood made at the experimental test.
3)To laminate thin solid veneers with adhesive materials,it changed to the composite material and it has
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合板であるが、木工ボンドにより接着された積層板の
結果で見ると、試験片長軸が繊維方向になったもの(A
タイプ)では、単板の応力にほぼ相当する曲げ応力が得
られており、また、試験片長軸が繊維に直角方向のも
の(Bタイプ)であっても、積層することにより、単板木
材の２倍を超える曲げ応力を得ることができているこ
とから合板の利点が理解できる。
３.３ 曲げ弾性率比較
曲げ試験で得られた荷重－たわみ曲線を使い、その
直線部分から実験３で示した計算式を用いて、単板、
平行合板、直交合板のそれぞれの曲げ弾性率を求めた。
結果は図11に示すとおりである。いずれも平均値と標
準偏差を示した。これらから、積層板の曲げ弾性率は、
平行合板がわずかに直交合板より高く、わずかである
が単板を上回る値を示した。これは、単板を接着層を
介して積層することによる複合化の効果が、その曲げ
弾性率の上昇に寄与しているのではないかと考えられ
るが、これについてはさらに接着剤の種類等を変えた
実験をするなどにより検討する必要がある。
４.結論
木材薄板を使い合板を作成し、その曲げ試験から木
質材料としての合板の特徴を確認し、素材としての木
材の特徴に加え、広く市販されている木質材料にたい
して技術科教員として視点を開き、中学校技術科「材
料と加工」分野での授業への支援をする研究の結果以
下のことが確認できた。
１.木材薄板を積層することで、素材を超える曲げ強
度を得る材料とすることができる。
２.木材の繊維方向の曲げ強度は素材において高いが、
さらに積層することでその性能を強化できる。と
りわけ、繊維をそろえて積層した平行合板(LVL
といわれる)ものはその性能が高い。
３.曲げにおいて単板を積層した合板は、素材に比べ
て塑性域で破壊までの耐性が高い。
４.曲げ弾性率は、単板を積層することで接着剤によ
る複合化の効果がみられる。
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図11 荷重-変形曲線より求めた単板および積層板(いずれ
もAタイプ)での曲げ弾性係数
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